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は じ め に

糸球 体 におけるmain filtration barrierで

ある糸 球 体基 底膜(GBM)の 微細 構 造は,古 く

か ら, pappenheimer1)に より, pore theoryが

提 唱 されて いた に もか かわ らず, GBMの 小 孔

の存 在 は長 い間確 認 されて いな かった.

1977年,太 田 は, negative染 色 により, GBM

の電顕 的観 察 を行 ない, GBMが 細 線 維 により

形 成 され た立体 的網 目構 造 で あるこ とをは じめ

て明 らかに した2,3).

しか し通常 の超 薄切 片法 を用 い て糸球体 全体

を透 過 型電 顕 により観 察 する方法 で は, GBMは

外透 明 層,緻 密 層,内 透 明層 の い わゆ る三層 構

造 が観察 され るの みで あり, GBMの 基 本 的 な

微細 構 造 を観察 す るこ とは不可能 で あっ た.そ

こで今 回,我 々は分離 した ラットGBMを 用いて,

更 に α-amylaseとelastase4)に よ り酵 素処理

を行 うこと によ りGBMの 微細 構 造 を透 過型電

顕 で観察 したの で報 告す る.

方 法 と 結 果

Wistar系 雄性 ラット腎 より, Spiroの 方 法5)

に準 じてsieving methodで 糸球体 を採取 した.

糸球 体 の採 取 に際 しては,位 相差 顕微 鏡 を用 い

て細 胞 成分 や尿 細 管 が除 去 されて い るの を確 認

した.採 取 した糸球 体 に超音波 処理 を5分 間 お

こない,洗 浄遠 沈 し, GBMを 分離 した.こ の

分離GBM 0.1mlに0.5% α-amylase液(0.5g

 α-amylase/0 .5mol PBS 100ml)5ml,お よ び

elastase加0.5% α-amy1ase液(elastase 10μl

+0.5g α-amylase/0.5mol PBS 100ml)5ml

を各 々添 加 し, 37℃5時 間反応 させた.反 応後,

 Epon 812に て包埋 し,型 の ごとく透 過型電 顕 に

て観察 をおこ なった.

0.5% α-amylase液 にて処理 した分離GBM

は,図1の ご と くGBMの 辺縁 部 は膨化 し,粗

な線 維 が,あ たか もほつ れた毛 糸の よ うに観察

された.こ の細 線維 は ち ぢれ,巾 は一 定 でなく,

数本 の細線維 が もつ れた よ うに観 察 され た.

elastase加0.5% α-amylase液 にて処 理 した

分 離GBMは,図2の ごと くGBMの 辺 縁部 よ

り網 目が ほ どける よ うに細 線維 が遊 離 しつ つ あ

る所見 が観察 された.個 々の細線維 の 巾は約3

nmで あ り,所 々結節状 に観察 され た.

考 案 と ま と め

GBMの 微 細 構 造 につ い ては, negative染

色 を用 いた槙野 の報 告 に よれば,巾 約3nm6)の

細線 維 か らな る立体 的網 目構 造 であ り,こ れに

よって直 径約3～4nmの 小孔 が形成 され,こ

れ が アルブ ミン濾過 に対 するbarrierの 役 目 を
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Fig. 1 0.5% α-amylase液 に よ る処 理 後 の分 離GBM

数本 の 細線 維 が もつ れ た よ うに 見 え る(矢 印)(×80,000)

Fig. 2 elastase加0.5% α-amylase液 によ る処 理後 の分 離GBM

多数 の細 線 維 が み られ る.巾 約3nm. (×120,000)
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果 たす と報 告 して い る.

さ らにGBMの 基 本 的 な成分 の一 つで あ るIV

型 コラー ゲ ンの分 子構 造 につ いて,最 近,巾2

～3nm
,長 さ400nmの 三重 らせ ん構 造 で,ち

ぢれ た細 線維 であ る と報 告 されて い る7).今 回,

我 々 がGBMの 微 細構 造 を観 察す るため に,分

離GBMをelastase加0.5% α-amylase液 で酵

素 処理 を行 ない,透 過型電 顕 で細線 維構 造 を明

らか に した こ とは,上 記 の太 田 の報告 に続 い て

GBMの 立体 的網 目構 造 を裏 付 け る もの と考 え

られ報告 す る.
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Although various hypotheses have been proposed about the ultrastructure of the glomerular 

basement membrane (GBM) of the kidney, it has not clearly revealed. At present, it is thought 

to be composed of a meshwork of fibrils as reported by Ota et al. We successfully observed 

the meshwork structure of the GBM under an electron microscope after enzymatic treatment 

with ƒ¿-amylase and elastase. The fibrils were about 30nm in width and were thought to be 

composed of type IV collagen.


